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社会科学習指導案
４年１組 ３０名

指導者 松村 久美

Ⅰ 単元名 交通事故から人々を守るために

Ⅱ 単元の考察

１ 児童の実態

〈略〉

２ 教材観

本単元は、学習指導要領の第３学年及び第４学年の目標の（１ （３ 、内容の（４）を受） ）

けて設定したものである。交通事故は大きな社会問題であり、子どもたちにとっても身近な問

題である。交通事故にあえば、心や身体に大きな傷を負うのはもちろんのこと、生命の危険に

。 、 、 。もさらされる しかし その交通事故に対して 子どもたちの意識は決して高いとはいえない

交通事故の危険から自分たちを守っている様々な活動に対しても同様である。

そこで本単元では、まず、毎年たくさんの尊い命が交通事故で失われていることや、身近な

ところでも交通死亡事故が起きていることに触れ、交通事故が自分にも起こりうる問題である

ことをとらえさせる。

次に 「交通事故が起きたときの緊急体制 「交通安全を守るために活動している人々 「交、 」 」

通安全を守るための施設」を取り上げ、自分の安全が多くの機関や地域の人々の工夫や努力、

協力によって支えられていることをとらえさせる。見学や調査などの活動を取り入れ、自分の

目で確かめながら学んだり、地域の人々の思いや願いに触れたりすることは、自分の安全な生

活が、多くの機関や地域の人々によって支えられていることを実感するうえで、価値があると

考える。

さらに、多くの機関や地域の人々に支えられている自分が、今度は、地域の安全のためにで

きることを考える活動を取り入れ、地域の一員としての自覚を高めていく。

このような活動を通して、子ども一人一人が、自分の安全が多くの人々によって支えられて

いることをとらえ、自分も地域社会の一員として、交通安全に関心をもって生活していこうと

する態度を身に付けることができると考え、本単元を設定した。

３ 指導方針

交通事故から人々を守るための活動について、子ども一人一人が関心をもち、追究方法を考

えたり、自分の目で確かめながら解決したりできるよう、問題解決的な学習を行う。

また、交通事故から人々を守るための活動を、自分の生活とのかかわりにでとらえることが

、 、 。できるように 各過程において かかわり図から自分の生活について考える活動を取り入れる

かかわり図とは、交通安全守るための活動と自分の生活とのかかわりや、交通安全を守る人々

や機関どうしのかかわり（協力）を表した図である。かかわり図に表すことによって、子ども

一人一人の思考過程が明らかになり、思考が整理される。そして、かかわり図をもとに自分の

生活について考えることで、交通安全を守るための人々の活動と、自分の生活とのかかわりに

ついて、自分なりの新しい見方ができるようにしていきたい。

〈つかむ過程では〉

○ 学習課題が切実感を伴ったものになるよう、交通事故を自分の問題としてとらえさせ、地

域の交通環境への関心を高める。
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○ 自分の安全な生活が、いろいろな機関や人々、施設によって守られていることに気付ける

よう、交通事故から自分を守っているものを予想してかかわり図に表し、そこから、自分の

生活について考える活動を取り入れる。

○ 観点をもった見学や調査ができるよう、疑問点や調べたいことをあらかじめはっきりさせ

ておく。

〈追究する過程では〉

○ 「交通事故が起きたときの緊急体制 「交通安全を守るために活動している人々 「交通」 」

」 、 、安全を守るための施設 を取り上げ 子どもが自分の目で確かめながら解決していけるよう

見学や調査などの体験的な活動を取り入れる。

○ 疑問点や調べたいことが追究できるよう、学習の意図を伝えるなど、見学先やゲストティ

ーチャーとの事前の打合わせを十分に行う。

○ 様々な機関や人々の工夫や努力、協力が自分の安全な生活を守っていることをとらえられ

るように、調べて分かったことや人々の思いや願いを表したかかわり図から、自分の生活に

ついて考える活動を取り入れる。

〈深める過程では〉

○ 様々な機関や人々の工夫や努力、協力によって自分の安全が守られていることを実感した

子どもたちが、今度は、地域の安全のために自ら働きかけようとする気持ちを高めていける

ように、これまでの学習を振り返り、子どもの思考の流れを大切にして学習を進めていく。

○ 地域の安全のためにできることを子ども一人一人が考えた後、多様な考えを出し合う場を

、 、 。設け 互いに共感したり認め合ったりする中で 地域社会の一員としての自覚を高めていく

○ 交通事故から人々を守るために活動している機関や人々と自分の安全な生活には、双方向

のかかわりがあることをとらえられるように、地域のために自分ができること表したかかわ

り図から、自分の生活について考える活動を取り入れる。

Ⅲ 単元の目標

〈略〉

Ⅳ 単元の評価規準

〈略〉

Ⅴ 単元の指導計画（全10時間予定）

過 時 主な学習活動・内容 形態 支援及び留意点 評価項目
程 間 （観点・評価方法）

〈見通し１〉
○地域における交通事故 ○交通事故を自分の問題としてとら ○交通安全についての関心
の実態を知る。 えられるように、具体的な資料を を高めている 関・観察)。（

用いて、身近な交通死亡事故例や
地域の交通事故の数の移り変わり
を示す。

○学習課題をつかむ。 ○交通事故や、交通事故から人々を
守るための活動について関心を高
めた子どもたちの意識を、課題にわたしたちを交通事

結びつける。故から守っているも

のについて調べよう

個人１
○交通事故から自分を守 一斉 ○交通安全の危険から自分を守ってつ
っているものを予想し いる機関や人々、それらの活動、
てかかわり図に表す。 また施設について予想し、自分のか

考えを明確にできるよう、かかわ
り図に表す活動を取り入れる。む
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○予想した機関や人々と ○予想を表したかかわり図から、自 ○予想を表したかかわり図
の関係で、自分の生活 分の生活について考える活動を行 から、自分の安全が、い
について考える。 い、自分の安全が、いろいろな機 ろいろな機関や人々、施

関や人々、施設によって守られて 設によって守られている
いることに気付くようにする。 ことに気付く （思・かか。

わり図、観察）
○交通事故が起こったと ○疑問点や調べたいことが明確にで ○交通事故が起こったとき
きの緊急体制、交通事 きるように、調べカードを活用す の緊急体制、交通事故か
故から人々を守る活動 一斉 る。疑問点や調べたいことを記入 ら人々を守るための活動
や施設についての疑問 個人 して、見学や調査の際の観点にな や施設についての疑問点２
点や調べたいことをは 一斉 るようにする。 や調べたいことを明確に
っきりさせる。 して、自分なりの調べる

観点をはっきりさせてい
る （思・調べカード）。

○交通事故が起こったと ○自分の目で確かめながら主体的に ○交通事故が起こったとき
きの緊急体制や、交通 追究していけるように、見学やイ の緊急体制や交通事故か
事故から人々を守るた ンタビューの活動を取り入れる。 ら人々を守るための警察
めの警察の活動につい その際 学習の意図を伝えるなど の活動について意欲的に、 、
て、調べる。 個人 事前の打ち合わせを十分に行う。 調べている （関・観察）３ 。

○見学や聞き取りの活動で分かった
ことや気付いたことを記入できる
よう、調べカードを活用する。

○調べて分かったことを、かかわり
図に付け足しておく。

○交通安全を守るために ○安全を守る人の思いや願いに直接 ○交通安全を守る活動につ
活動している人々につ 触れることができるよう、町の交 いての話を聞き、大切な
いて調べる。 通対策係の方など、警察以外の人 ことを落とさずに記録し

。（ ）をゲストティーチャーとし ている 技・調べカードて招き、
一斉 話をしていただく。４
個人 ○聞き取りの活動で分かったことや

気付いたことを記入できるよう、
調べカードを活用する。

○調べて分かったことを、かかわり
図に付け足しておく。

○交通安全を守るために ○自分の安全という意識をもって調 ○交通安全を守るための施
。設置されている看板や べられるように、地区ごとのグル 設の意味や働きが分かる

標識、信号やガードレ グ ル ープに分かれ、通学路を中心に調 （知・調べカード、安全
ールなどの施設につい ープ べるようにする。 マップ、観察）５

分かるように、て調べる。 一斉 ○学区域全体の様子が
個人 学区域の安全マップとして表す。

○調べて分かったことを、かかわり
図に付け足しておく。追

〈見通し２〉
○交通事故から人々を守 ○交通事故から人々を守るための協 ○交通安全を守るための協
るための協力 力場面を具体的にイメージしやす 力を、かかわり図に表し究 について、

、「 」 。（ ）かかわり図に表す。 いように 交通事故が起きたら ている 技・かかわり図
「交通事故を防ぐため 「交通安」
全を呼びかけるため」の３つの観す
点を示す。

○交通事故から人々を守るための協
る 力について、自分とのかかわりで

明確にできるように、かかわり図
に表す活動を取り入れる。思考の

個人 過程をとらえることができるよう
一斉 に、第１時で表したかかわり図に６
個人 付け足していく。

○個人でかかわり図に表した後、席
が隣の子どうしで、３つの観点に
ついて意見交換したり確認したり
する場を設ける。

○交通事故から人々を守 ○調べて分かったことや人々の思い ○様々な機関や人々の工夫
るために活動している や願い、交通事故から人々を守る や努力、協力が自分の安
機関（警察、消防署、 ための協力について表したかかわ 全を守っていることをと
役場、病院、交通安全 り図から、自分の生活について考 らえている （思・かかわ。
協会、学校など）や人 える活動を行う。様々な機関や人 り図、観察）
々の工夫や努力、協力 々の工夫や努力、協力が自分の安
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との関係で、自分の生 全を守っていることをとらえられ
活について考える。 るようにする。

○交通事故が起こったと ○かかわり図や調べカードなどをも ○交通事故が起こったとき
、きの緊急体制や警察の とにして、分かったことをプリン の緊急体制や警察の活動

活動、交通安全を守る トにまとめ、理解が深まるように 交通安全を守るための活
ための活動や施設につ する。 動や施設について、分か
いて、調べて分かった 一斉 ○自分なりのまとめ方ができるよう りやすくまとめている。７
ことをまとめる。 個人 に、まとめる項目は示すが、まと （技・プリント）

め方は自由とする。 ○交通安全を守るためのさ
まざまな活動や、人々の
工夫や努力、協力が分か
。（ 、 ）る 知・プリント 観察

〈見通し３〉
○地域の交通安全のため ○地域に対する自分からのかかわり
にできることを、かか として、地域の交通安全のために
わり図に表す。 できることを主体的に考え、子ど

も一人一人が自分の考えを明確に
できるよう、かかわり図に表す活
動を取り入れる。思考の過程をと

個人 らえることができるように、第１８
一斉 時、第６時で表したかかわり図に

付け足していく。
深 ○地域社会との関係で、 ○地域の交通安全のためにできるこ ○交通事故から人々を守る

自分の生活について考 とを表したかかわり図から、自分 ための活動と自分の生活
め える。 の生活について考える には、双方向のかかわり活動を行う。

交通事故から人々を守るための活 があることを総合的にと
る 動と自分の生活には、双方向のか らえている （思・かかわ。

かわりがあることを総合的にとら り図、観察）
えられるようにする。

○地域の交通安全のため ○子どもの思いや願いを大切にした ○地域社会の一員として交
の実践の準備をする。 グ ル 活動になるよう、興味・関心別の 通安全に心がけようとす

ープ グループに分かれる。 る （関・ワークシート、９ 。
○子どもの思いや願いを生かした実 観察）
践ができるよう、環境を整える。

○実践の概要について発 グ ル ○子どもたちの実践を学級の中だけ
表する。 ープ で終わりにするのではなく、学校10

発信していく。○地域の交通安全のため 一斉 全体や地域に向けて
に実践する。

Ⅵ 本時の学習

〈第１時・見通し１〉

１ ねらい

交通安全への関心を高め、交通事故から人々を守る活動に気付く。

２ 準備

○教 師：サイレン音のＣＤ、交通事故現場の写真、身近な交通死亡事故に関する資料、交通

事故の数の移り変わり（群馬町）を表したグラフ、フラッシュカード、掲示用かか

わり図、配布用かかわり図、マジック

○子ども：赤色鉛筆

３ 展開

過 時 学習活動 支援及び留意点 評価の視点
（ ）程 間 ・予想される反応 観点・評価方法

１ 緊急自動車のサイレン音ＣＤを聞 ○様々なサイレンの音から、身近にある ○サイレン音や
く。 危険や、それに取り組んでいる人々の 交通事故に関

活動に気付くようにする。 する資料に関・いろんな音があるな。

○交通事故現場を具体的にイメージでき 心をもち、気・どこかで事故や事件が起きたのだろう。

るよう、写真を示す。 付いたことや・事件や事故の時、だれが活動している

分かったことのだろう。

２ 交通事故に関する資料を見て、気 ○身近なところでも交通事故が増えてい を進んで発表つ 15
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付いたことを話し合う。 ることをとらえられるように、町内の して、交通安か
交通事故の数の移り変わりを表したグ 全についてのむ 分 ・町内の交通事故が増えているね。

ラフを示す。 関心を高めて・近くでも、大きな交通事故が起きてい

○身近なところにも交通事故の危険があ いる （関・観るね。 。
ることに気付き、交通事故を、切実な 察)・交通事故は怖いね。

自分の問題としてとらえることができ・自分も交通事故にあうかもしれないね。

、 。るよう 町内の交通死亡事故例を示す
３ 学習課題をつかむ。 ○交通事故や、交通事故から人々を守る

ための活動について関心を高めた子供
たちの意識を、課題に結びつける。わたしたちを交通事故から守っている

ものについて調べよう

４ 交通事故から人々を守るために、 ○交通事故から人々を守るために活動し
どんな機関や人々がどのような活動 ている機関や人々とその活動、施設に
をしているか、またどんな施設があ ついて、子ども一人一人が自分とのか
るかを予想し、かかわり図に表す。 かわりで予想し、自分の考えが明確に

できるよう、かかわり図に表す活動を・警察がパトロールをしているよ。

取り入れる。・家の人が旗振りをしているよ。

○掲示用かかわり図を用いて、かかわり・通学路にはガードレールがあるよ。

図の表し方を分かりやすく説明する。・ほかにもないかなあ。

○交通事故を自分の問題としてとらえた
子どもたちが、自分が安全に生活して追 15
いる理由を考え、そこから予想してい究
く。す

○自分が事故にあってしまった場合につる 分
いても予想するように助言する。

○互いの予想を聞き合えるように、発表
の場を設ける。発表を聞いて、新たに
気付いた機関や人々、施設などを付け
足しするよう指示する。

○かかわり図は、第６、８時でも使用す
る。思考の過程をとらえることができ

、 、るように 本時に予想した機関や人々
施設などは赤で囲い、今後の記入と区
別できるようにしておく。

、５ かかわり図から自分の生活につい ○自分の生活はどのようにして成り立っ ○自分の安全が
て考える。 ているのか、予想した機関や人々との いろいろな機

関係で、自分の生活について考えるよ 関や人々、施・いろんな人が守ってくれているんだな。

う投げかける。 設によって守・自分を守っているものがいろいろあっ

○自分の考えをまとめ、明確に表すこと られているこてびっくりした。

ができるよう、かかわり図に記述する とに気付き、・他にもどんな活動があるだろう。

活動を取り入れる。かかわり図に記述 かかわり図に深 15 ・他に、どんな人たちが活動しているの

。め だろう。 欄を設ける。 記述している
○発表の場を設け、自分の安全な生活を （思・かかわる 分
守っている機関や人々、施設の存在に り図、観察）

、 、気付いた考えを 学級全体に広めたり
共感したりする。

○友達の発表を受けて、新たに考えたこ
となどを付け足すように指示する。

〈見通し１におけるかかわり図の例〉
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〈第６時・見通し２〉

１ ねらい

交通安全から人々を守っている様々な機関や人々の工夫や努力、協力が、自分の安全を守っ

ていることをとらえることができる。

２ 準備

○教 師：掲示用かかわり図

○子ども：かかわり図

３ 展開

過 時 学習活動 支援及び留意点 評価の視点
（ ）程 間 ・予想される反応 観点・評価方法

１ これまでの学習 ○見学や聞き取り調査などの活動を振り返り、自分たち
を振り返り、本時 を交通事故から守っているものが数多くあること、人つ ５
の学習内容を知る 々が思いや願いに基づいた工夫や努力をしていることか 。

を確認する。む 分 ・人々や機関どうしの

○本時は、機関や人々の協力をかかわり図に表し、そこ協力を、かかわり図

から自分の生活について考えることを確認する。に表そう。

２ 交通事故から人 ○自分とのかかわりが明確になり、子どもの思考が整理 ○交通安全を守
々を守るための協 されるよう、かかわり図に表す活動を取り入れる。 るための協力
力について考え、 ○調べる前と後で、交通事故から人々を守るために活動 を、かかわり
かかわり図に表す している機関や人々と、自分の生活との関係がどのよ 図に表してい。

うに変わってきたか、思考の過程を子ども自身がとら る （技・かか・警察と消防署は協力 。
えられるように、第１時のかかわり図に書き足してい わり図）しているね。

く。追 30 ・他にも、協力し合っ

○協力場面や協力内容を具体的にイメージしやすいよう究 ているところはない

に 「交通事故が起きたら 「交通事故を防ぐため 「交す かなあ。 、 」 」
通安全を呼びかけるため」の３つの観点を示す。る 分 ・調べたことをもう一

○協力しているものどうしを、線でつなぐように指示す度見直してみよう。

る。３つの観点ごとに線の種類を変える。
○自信をもって発言できるように、各自でかかわり図に
表した後、席が隣の子どうしで、意見交換や確認を行
う場を設ける。

○発表された考えを、掲示してあるつながり表に書き込
んでいく。

３ かかわり図から ○自分の生活はどのようにして成り立っているのか、様 ○様々な機関や、
自分の生活につい 々な機関や人々の工夫や努力、協力との関係で、自分 人々の工夫や
て考える。 の生活について考えるよう投げかける。 努力、協力が

○かかわり図を見て、様々な機関や人々が、それぞれに 自分の安全を・こんなにもたくさん

自分の安全を守っていること、また、協力し合って守 守っているこの人が自分の安全を

っているとらえられるようにする。 とをとらえ、守っているのだな。

○自分の考えをまとめ、明確に表せるよう、かかわり図 かかわり図に・いろんな人が協力し

。合って自分の安全を に記述する活動を取り入れる。 記述している
○発表の場を設け、自分の安全が様々な機関やたくさん （思・かかわ深 10 守ってくれているの

の人々の工夫や努力、協力によって守られていること り図、観察）め だな。

に触れている考えを、学級全体に広める。る 分 ・自分が安全に生活で

○友達の発表を受けて、新たに考えたことなどを付け足きているのは、みん

すよう指示する。なが様々な活動をし

○様々な機関やたくさんの人々の工夫や努力、協力が自たり、工夫や努力を

分の安全な生活を支えていることを確認する。したりして支えてく

○意図的指名をして、交通安全のために心がけたいことれているからなんだ

や、地域の安全のためにやっていきたいことなどに触な。

れている考えを取り上げ、第８時につなげておく。・支えてくれている人

たちに感謝しよう。
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〈第８時・見通し３〉

１ ねらい

地域の交通安全のためにできることを考え、交通事故から人々を守るために活動している機

関や人々と自分の生活には、双方向のかかわりがあることをとらえることができる。

２ 準備

○教 師：掲示用かかわり図、付箋
せん

○子ども：かかわり図

３ 展開

過 時 学習活動 支援及び留意点 評価の視点
（ ）程 間 ・予想される反応 観点・評価方法

１ かかわり図を見 ○様々な機関や人々の工夫や努力、協力によって、自分
直し、本時の学習 の生活が守られている一方で、自分からの働きかけが
内容を知る。 ないことに気付けるよう、かかわり図を見直したり、つ ５

第６時の学習を振り返ったりする。か ・今度は、自分が交通

○第６時で、交通安全のために心がけたいことや、地域む 分 安全のためにできる

の安全のためにやっていきたいことなどに触れていたことを考えよう。

考えを再度紹介し、地域の交通安全のためにできるこ
とを考えようとする気持ちを高める。

２ 地域の交通安全 ○地域に対する自分からのかかわりが明確になり、子ど
のためにできるこ もの思考が整理されるよう、かかわり図に表す活動を
とを考え、かかわ 取り入れる。
り図に表す。 ○活動だけを表すのではなく、自分の思いや願いも一緒

に表せるように 「～のために～をする」という表現の・交通ルールをしっか 、
仕方で、吹き出しにして表すよう指示する。吹き出しり守ろう。

は付箋に書き、かかわり図の「自分の生活」の周りに・みんなが交通ルール

貼っていくようにする。を守るように呼びか

○交通事故から人々を守るために活動している機関や人けよう。

々と、自分の生活との関係がどのように変わってきた追 35 ・交通安全を呼びかけ

か、思考の過程を子ども自身がとらえられるように、究 るポスターを描きた

第１時、第６時のかかわり図に付け足していく。す いな。

、 、る 分 ・交通安全を呼びかけ ○励ましの言葉をかけたり 考えに共感したりしながら
一人一人の取組を見取っていく。る標語を作ろう。

○なかなか考えが浮かばない子には、地域に交通安全を・交通安全を呼びかけ

呼びかける方法を考えてみるよう助言する。る劇をしよう。

○各自で考えた後、発表の場を設ける。実現が難しそう・交通事故から人々を

なものでも 「交通安全のために」という視点から考え守るための活動をし 、
たものであれば、その思いを認めていく。ている人々に、感謝

○多様な考えを引き出すように、出された考えを掲示用の気持ちを伝えたい

のかかわり図に書き込んでいく。な。

○発表を聞いて、新たに浮かんだ考えをかかわり図に付
け足してよいことを伝える。

３ かかわり図から ○自分の安全な生活をどのように作っていったらよいだ ○交通事故から、
自分の生活につい ろうか、と投げかける。 人々を守るた
て考える。 ○かかわり図を見て、交通事故から人々を守るために活 めの活動と自

、・自分たちにもできる 動している機関や人々と自分の生活に、双方向のかか 分の生活には
わりがあることをとらえられるようにする。 双方向のかかことがあるね。

○自分の考えをまとめ、明確に表せるよう、かかわり図 わりがあるこ・お互いに協力して、

に記述する活動を取り入れる。 とを総合的に交通安全を守ってい

○発表の場を設け、自分の生活が様々な機関や人々に守 とらえ、かかかなければいけない

られており、自分も地域のために働きかけようとする わり図に記述深 15 ね。

双方向のかかわりに触れている考えを、学級全体に広 している （思め ・自分と周りの人たち 。
、る 分 は、協力し合って生 める。 ・かかわり図

○地域の安全を願う子どもたちの気持ちに共感し、実践 観察）活しているんだね。

への意欲を高める。・守ってもらうだけで

○友達の発表を受けて、新たに考えたことなどを付け足なく、自分にできる

すよう指示する。始めに記述した自分の考えに付け足ことを進んでしてい

しできるよう、欄を設けておく。こう。

○出された考えの中からすぐに実践できること、取り組
めそうなことを考えさせ、次時につなげる。



－8－

〈見通し３におけるかかわり図の例〉

〈かかわり図 Ａ３ 〉（ ）

名前

学 習 課 題

自分

日にち

（ / ） （ / ） （ / ）

見通し１ 記述欄 見通し２ 記述欄 見通し３ 記述欄


